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研究紹介 
 

◆研究概要  

 ヒトに代表される生物は，現在の工学技術ではまだ実

現が困難なほど巧みで高度な情報処理・制御能力を備え

ています．また我々が生活する空間は，驚くほどに複雑

で莫大な現象や情報に溢れています．本研究室では，こ

のような実世界（フィジカル空間）と，コンピュータが

創造した仮想世界（サイバー空間）とをシームレスに結

びつける情報工学システム（サイバーフィジカルシステ

ム）について研究を行っています． 

 特に，センサやネットワークの技術を利用した生体情

報の計測・解析・可視化や，ニューラルネットを利用し

た適応型の情報処理技術を研究の中心に据え，安心・安

全でスマートな社会の実現に向け，具体的には，以下の

ような研究課題に取り組んでいます． 

 

◆福祉分野 - 人工知能で動く筋電義手 - 

 上肢を切断した人が使用する筋電義手の開発を行って

います．筋電義手は，筋肉が発生する微弱な筋電位信号

から，使用者が意図した動きを推定して動作します．本

研究の最大の特徴は，この義手に「視覚センサ」と「人

工知能」を導入することです．開発した義手は，対象物

がどのような物かを認識し，最適な動作を実現します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 最適な動作を実現する節電義手 

 

◆農業分野 - 美味しい肉を判定 - 

 現在，世界中で農業と ICT の連携が進められており，こ

の分野において本研究室は，スマート酪農・畜産の研究を

進めています．我々日本人は，しもふり（脂肪交雑）の肉

を好んで食べますが，この肉質は，通常屠殺後にしか分か

りません．我々は，超音波エコーを利用して脂肪交雑を推

定する技術の開発などに取り組んでいます． 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図２ 超音波エコーを用いて脂肪交雑を推定 

 

◆ヘルスケア分野 - あなたの健康を「見える化」- 

 人間は各々，顔が違うように，筋肉・脂肪・骨のプロ

ポーションも年齢や運動習慣などで異なります．本研究

室では九州大学と共同で，これらを測定するオリジナル

の装置を開発し，そのバランスを「見える化」する研究

に取り組んでいます． 

 

 

 

 

 

 

 
 

図３ 健康の「見える化」 
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地域・企業の皆様へ 

一言アピール 

情報工学分野だけに捉われない幅広い領域で，基礎研究から応用研究まで，

奥行きのある教育・研究活動を実施したいと考えております．地域社会のお

役に立てるよう努力する所存です． 
 

産学・地域連携機構より 
福田教授が取り組む「情報技術」の応用は，まさに無限の可能性を有する概念と言えます．イ

ノベーションは単なる技術革新ではありません．この概念の先にある，新たな「しくみ」の創

造を一緒に目指してみませんか． 
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「サイバーフィジカルシステム」 

「生体情報の計測・解析・可視化」 

「ニューラルネットなどを応用した適応型の情報処理」 


